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予算特別委員会
鈴木　英明　委員長

（資本的収支の不足分については、過年度損益勘定留保資金等で補てんする。）

区　　分 令和７年度 令和６年度 対前年度増減率

収益的収入
公共下水道事業 6億8,018万円 6億7,913万円 0.2％

農業集落排水事業 2億7,064万円 2億7,611万円 △2.0％

収益的支出
公共下水道事業 6億8,018万円 6億7,913万円 0.2％

農業集落排水事業 2億7,064万円 2億7,610万円 △2.0％

資本的収入
公共下水道事業 2億4,517万円 1億4,509万円 69.0％

農業集落排水事業 7,698万円 4,001万円 92.4％

資本的支出
公共下水道事業 3億2,406万円 3億2,576万円 △0.5％

農業集落排水事業 9,520万円 9,823万円 △3.1％

令和７年度　下水道事業会計予算額

区　　分 令和７年度 令和６年度 対前年度増減率

境町一般会計 159億2,600万円 147億8,700万円 7.7％

特
別
会
計

坂東市外２か町公平委員会 70万円 70万円 －

境町住宅事業 5億8,040万円 5億5,370万円 4.8％

境町国民健康保険事業 28億4,100万円 28億6,300万円 △0.8％

境町後期高齢者医療事業 6億2,830万円 6億3,760万円 △1.5％

境町介護保険事業 19億8,150万円 19億3,830万円 2.2％

合　　　計 219億5,790万円 207億8,030万円 5.7％

令和７年度　会計別予算額

　開会初日(３月４日)本会議に提案された令和７年度境町一般会
計及び５件の特別会計並びに企業会計は、予算特別委員会を設置
し、同委員会に付託されました。
　委員会は、３月６日に開催され、慎重に審議した結果、一般会
計及び特別会計並びに企業会計につきましては、全会一致で可決
すべきものと決定し、３月７日の本会議において委員長報告のと
おり全会一致をもって可決され、新年度予算が成立しました。

令 和 ７ 年 第 １ 回 定 例 会
３月４日～３月７日（４日間の会期）

全議案・原案可決

令和７年度　水道事業会計予算額

区　　分 令和７年度 令和６年度 対前年度増減率

収益的収入 6億2,937万円 6億3,007万円 △0.1％

収益的支出 6億3,619万円 6億2,525万円 1.7％

資本的収入 400万円 400万円 －

資本的支出 2億9,419万円 2億3,590万円 24.7％

（資本的収支の不足分については、過年度損益勘定留保資金等で補てんする。）
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会　　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(承認第１号) 212億5,507万円 15億円 227億5,507万円

一般会計(承認第４号) 227億5,507万円 5億9,920万円 233億5,427万円

一般会計(承認第５号) 233億5,427万円 8,035万円 234億3,462万円

一般会計(議案第19号) 234億3,462万円 2億4,382万円 236億7,844万円

特
別
会
計

住  宅  事  業  ( 議 案 第 2 0 号 ) 9億1,210万円 37万円 9億1,247万円

国民健康保険事業 (議案第21号) 28億8,232万円 353万円 28億8,585万円

後期高齢者医療事業(議案第22号) 6億3,696万円 20万円 6億3,716万円

介 護 保 険 事 業 (議案第23号) 21億2,023万円 △298万円 21億1,725万円

令和６年度境町各種会計補正予算

各議案等審議結果

補正予算関係

議案番号 議案名 議 決 年 月 日
議 決 結 果

承認
第2号

専決処分の承認を求めることについて
（工事変更請負契約の締結について）

R ７ .３ .４
即日原案承認

承認
第３号

専決処分の承認を求めることについて
（工事変更請負契約の締結について）

R ７ .３ .４
即日原案承認

承認
第６号

専決処分の承認を求めることについて
（財産の取得について）

R ７ .３ .４
即日原案承認

議案
第1号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第2号 境の魅力ある食開発拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第3号

境町アグリビジネスラボ拠点施設「S-Lab5th」の設置及び管理に関する条例の
制定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第4号 境町魅力向上・発信拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第5号 境町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例案について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第6号 境町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第7号 境町手数料徴収条例の一部改正する条例案について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第8号 境町医療費助成に関する条例の一部改正する条例案について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第9号

境町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正する
条例案について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第10号

境町地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例及び境町指定介護予
防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正する条例案について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第11号

境町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例
案について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第12号 さかい子育て支援センターの指定管理者の指定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

企
業
会
計

下水道事業（議案第24号） 予算現額 補正額 補正後の金額

収益的収入
公共下水道事業 6億7,913万円 75万円 6億7,988万円

農業集落排水事業 2億7,611万円 430万円 2億8,041万円

収益的支出
公共下水道事業 6億7,913万円 75万円 6億7,988万円

農業集落排水事業 2億7,610万円 430万円 2億8,040万円
資本的収入 公共下水道事業 1億4,509万円 13万円 1億4,522万円
資本的支出 公共下水道事業 3億2,576万円 13万円 3億2,589万円
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一 般 質 問一 般 質 問

人 

事 

案 

件

〇
境
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
、
全

会
一
致
で
即
日
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

〇
境
町
農
業
委
員
会
の
委
員

の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意

を
求
め
ら
れ
、
次
の
11
名
の

方
が
全
会
一
致
で
即
日
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

議案
第13号 河岸の駅さかいの指定管理者の指定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第14号 境町地場産品研究開発施設「S-Lab」の指定管理者の指定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第15号 境町粛餐寳美術館「S-Gal lery」の指定管理者の指定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第16号 境の魅力ある食開発拠点施設の指定管理者の指定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第17号 境町アグリビジネスラボ拠点施設「S-Lab5th」の指定管理者の指定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第18号 境町魅力向上・発信拠点施設の指定管理者の指定について

R ７ .３ .７
原 案 可 決

議案
第33号

財産の取得について
（教師用教科書・指導書）

R ７ .３ .４
即日原案可決

議案
第34号

工事変更請負契約の締結について
（R6（R5繰越）国補都構第05-01-154-G-003号河川改修工事（その１））

R ７ .３ .４
即日原案可決

議案
第35号

町道路線の認定について
（町道1824号線 境町字藤浪2235番地先）

R ７ .３ .７
原 案 可 決

発議
第1号 境町議会予算特別委員会の設置について

R ７ .３ .４
即日原案可決

境
町
大
字
志
鳥

金
久
保 

悦
雄
　
氏

境
町
大
字
下
砂
井

石
川
　
利
行
　
氏

境
町
大
字
一
ノ
谷

斉
藤
　
宏
一
　
氏

境
町
大
字
西
泉
田

菊
地
　
功
　
氏

境
町
大
字
志
鳥

金
久
保 

徳
一
　
氏

境
町

野
村
　
等
　
氏

境
町
大
字
塚
崎

篠
塚
　
松
男
　
氏

境
町
大
字
伏
木

海
老
原 

信
之
　
氏

境
町
大
字
大
歩

生
井
　
浩
　
氏

〇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て
議
会
の
意
見
を
求
め

ら
れ
、
次
の
３
名
の
方
が
全

会
一
致
で
適
任
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

境
町
大
字
長
井
戸

芝
田
　
和
則
　
氏

境
町
大
字
伏
木

染
谷 

富
士
男
　
氏

境
町
大
字
大
歩

石
山
　
和
幸
　
氏

境
町
大
字
若
林

染
谷
　
健
一
　
氏

境
町
大
字
百
戸

長
野
　
元
明
　
氏

境
町

山
﨑 
か
お
る
　
氏

１　議席２番　染谷　直人　議員
(1)防犯対策について
(2)下水道管の点検について
(3)FIT終了後の売電価格の低下について
(4)ウナギ工場等、境町にできた新しい施設について
(5)STEM教育について
２　議席５番　岩﨑　博　議員
(1)アルゼンチン派遣事業について
(2)長田小の放課後児童クラブについて
(3)託児所の設置について

３　議席６番　青木　輝明　議員
(1)物価高騰対策について
４　議席10番　田山　文雄　議員
(1)下水道管の老朽化対策について
(2)防犯対策について
(3)行政窓口サービスについて
５　議席３番　枝　史子　議員
(1)ワールドスケートゲームズ及びワールドカップ
　 について

5人の議員が登壇しました
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議
席
２
番
染
谷　

直
人　

議
員

Q  

闇
バ
イ
ト
に
よ
る
強
盗
や
特
殊
詐

欺
等
が
全
国
で
も
多
く
発
生
し
て
お
り
、

多
く
の
町
民
が
心
配
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
さ
ら
な
る
対
策
が
何
か
で
き

な
い
か
、
当
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

闇
バ
イ
ト
に
よ
る
強
盗
や
特
殊
詐

欺
が
首
都
圏
を
中
心
に
相
次
い
で
お
り
、

今
般
、
「
境
町
ド
ロ
ー
ン
ラ
ボ
・
ド

ロ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
指
定
管
理
者

で
あ
る
株
式
会
社
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｌ
と
協
議
の

結
果
、
深
夜
に
赤
外
線
カ
メ
ラ
搭
載
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
強

盗
や
車
泥
棒
等
へ
の
未
然
防
止
対
策
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。
１
機
で
５
㎢

を
カ
バ
ー
可
能
で
、
将
来
的
に
は
画
像

Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
、
不
審
者
や
不
審
車
両

を
自
動
で
追
跡
・
撮
影
す
る
仕
組
み
を

研
究
・
開
発
予
定
で
す
。
住
民
代
表
へ

の
説
明
会
を
経
て
、
３
月
24
日
に
は
、

株
式
会
社
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｌ
と
協
定
締
結
を
予

定
し
て
お
り
今
後
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ

Q  

埼
玉
県
八
潮
市
で
の
道
路
陥
没
に

際
し
、
下
水
道
管
の
点
検
に
ド
ロ
ー
ン

が
活
用
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
当
町
に
は

ド
ロ
ー
ン
の
研
究
施
設
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
活
用
で
き
な
い
か
、
当
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

A  
埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故

を
受
け
、
当
町
で
は
２
月
５
日
・
６
日

に
下
水
道
管
約
２
，
９
０
０
ｍ
の
目
視

点
検
を
実
施
し
、
異
常
が
な
い
こ
と
を

確
認
。
３
月
３
日
か
ら
株
式
会
社
Ａ
Ｃ

Ｓ
Ｌ
に
委
託
し
、
閉
鎖
環
境
点
検
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
下
水
道
管
内
部
の

点
検
を
開
始
し
、
境
・
古
河
Ｉ
Ｃ
周
辺

開
発
地
区
に
お
い
て
内
部
の
写
真
撮
影

に
成
功
。
３
月
７
日
に
は
直
径
４
０
０

㎜
以
上
の
下
水
道
管
65
・
３
ｍ
の
点

検
・
検
査
を
予
定
。
当
町
の
下
水
道
管

総
延
長
１
７
１
㎞
で
、
大
部
分
は
直
径

２
０
０
㎜
の
管
で
あ
り
、
こ
の
管
の
点

検
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
ド
ロ
ー
ン

の
開
発
を
株
式
会
社
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｌ
に
要
請
。

新
技
術
が
開
発
さ
れ
た
際
に
は
、
国
土

交
通
省
等
と
も
積
極
的
に
新
技
術
導
入

Q  

さ
し
ま
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
制
度
終
了
後
、
売
電
価
格
が
半
額

に
な
る
売
電
価
格
を
維
持
す
る
仕
組
が

出
来
上
が
っ
た
と
聞
く
が
、
当
町
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
な
の
か
、
伺

い
た
い
。

　

物
価
高
騰
対
策
に
そ
の
仕
組
を
、
役

場
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
施
設
や
住
民

に
そ
う
い
っ
た
仕
組
が
展
開
で
き
な
い

か
、
伺
い
た
い
。

A  

さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合
で
は
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
終
了
後
も
売
電
価
格
を
維

持
す
る
た
め
、
小
売
電
気
事
業
者
が
余

剰
電
力
を
買
い
取
り
、
茨
城
さ
か
い

ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
が
取
次
店
と
し
て

供
給
す
る
こ
と
で
、
中
間
コ
ス
ト
を
削

減
し
、
売
電
価
格
を
確
保
す
る
地
域
電

力
の
仕
組
み
を
構
築
。
令
和
７
年
度
か

ら
境
町
役
場
の
施
設
へ
導
入
、
電
気
料

金
削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
電
気
使
用

量
の
多
い
公
共
施
設
か
ら
、
こ
れ
に
切

替
、
電
気
料
金
削
減
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
対
象
施
設
を
増
や
し
て
い
く
予
定
。

現
在
、
一
般
家
庭
は
対
象
と
し
て
い
な

い
が
、
今
後
、
事
業
を
拡
大
し
て
い
く

Q  

昨
年
度
も
様
々
な
取
組
み
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
引
き

続
き
実
施
い
た
だ
け
る
の
か
、
当
町
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

当
町
で
は
、
今
年
度
も
新
た
な
施
設

が
完
成
し
、
町
民
に
還
元
す
る
施
策
と
し

て
、
昨
年
７
月
に
は
「
Ｓ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
４
ｔ

ｈ
」
で
加
工
さ
れ
た
鰻
を
特
売
価
格
で
販

売
す
る
工
場
祭
を
開
催
し
た
り
、
今
年
１

月
の
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
で
は
、
１
月

15
日
オ
ー
プ
ン
の
「
廻
転
鮨
銀
座
お
の
で

ら
境
町
店
」
で
使
用
で
き
る
２
，
０
０
０

円
ク
ー
ポ
ン
券
を
対
象
者
全
員
に
配
布
し

た
り
す
る
等
の
施
策
を
行
い
、
大
変
好
評

を
博
し
た
と
こ
ろ
。
今
後
も
、
高
齢
者
や

地
元
住
民
に
新
し
い
施
設
を
知
っ
て
も
ら

う
施
策
を
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。	

	

（
町
長
・
企
画
部
長
）

防
犯
対
策
に
つ
い
て

下
水
道
管
の
点
検
に
つ
い
て

Ｆ
Ｉ
Ｔ
終
了
後
の
売
電
価
格

の
低
下
に
つ
い
て

う
な
ぎ
工
場
等
、
境
町
に
で

き
た
新
し
い
施
設
に
つ
い
て

に
つ
い
て
協
議
し
、
国
庫
補
助
金
事
業

等
に
結
び
付
け
て
ま
い
り
た
い
。

	

（
副
町
長
）

る
夜
間
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
証
実

験
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

徘
徊
者
の
早
期
発
見
へ
の
活
用
も
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

	

（
町
長
・
副
町
長
）

中
で
、
一
般
家
庭
か
ら
電
力
を
買
い
取

り
、
新
た
な
電
源
と
す
る
こ
と
等
も
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

	

（
町
長
・
企
画
部
長
）

Q  

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
や

Ｉ
Ｔ
に
触
れ
て
「
自
分
で
学
ぶ
力
」
を

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
に
つ
い
て
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Q  

令
和
７
年
度
子
ど
も
た
ち
の
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
派
遣
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

今
年
度
は
５
年
振
り
と
な
る
派
遣

事
業
を
再
開
し
、
２
月
３
日
か
ら
９
日

ま
で
の
期
間
で
、
長
田
小
学
校
の
児
童

８
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
派
遣
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
大

変
貴
重
な
経
験
や
体
験
を
で
き
る
事
業

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
同
じ
く
、
長
田
小
学
校
を
中
心
と

し
た
町
内
の
す
べ
て
の
小
学
校
か
ら
参

加
希
望
者
を
募
り
実
施
で
き
る
よ
う
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
大
使
館
等
と
協

議
、
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
国
際
感
覚
を
高
め
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。	

（
町
長
・
教
育
長
）

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
派
遣
事
業
に

つ
い
て

長
田
小
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て

Q  

若
い
世
代
の
就
業
支
援
で
託
児
所

が
必
要
と
な
る
と
思
う
が
当
町
に
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

昨
年
12
月
か
ら
本
年
１
月
に
か
け

て
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
て
、
試
験
的
に
実
施
し

た
託
児
所
の
運
営
事
業
者
か
ら
も
、
境

町
で
託
児
所
の
運
営
を
行
い
た
い
と
の

お
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
若
い
世

代
の
就
業
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
お
子

さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
保
育
所
や
託
児

所
の
整
備
は
重
要
な
施
策
と
捉
え
て
い

ま
す
。
境
・
古
河
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
企
業
の

操
業
開
始
に
伴
い
進
出
企
業
か
ら
託
児

Q  

コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
境
町
出
身

の
学
生
に
向
け
た
食
糧
支
援
に
つ
い
て
、

足
下
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
実
施
で
き
な
い
か
、
町
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

A  

コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
食
糧
支
援

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
時
、
支
援
対
象

と
し
た
18
歳
か
ら
25
歳
ま
で
の
若
者
の

住
民
登
録
者
数
は
、
２
，
０
２
７
名
で

あ
り
、
内
３
０
０
名
、
住
民
登
録
者
の

14
・
８
％
の
皆
様
か
ら
、
申
請
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
末
日
現
在
の
同
条
件
の
対
象
者

の
住
民
登
録
者
数
は
、
２
，
０
０
４
名

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
業
を
実
施
し

託
児
所
の
設
置
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

議
席
５
番

岩
﨑　

博　

議
員

議
席
６
番
青
木　

輝
明　

議
員

所
等
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
議
会
の
皆
様
と
相
談
し
な
が
ら

託
児
所
の
設
置
に
向
け
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

	

（
町
民
生
活
部
長
）

Q  

待
機
児
童
が
い
る
と
聞
く
が
当
町

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

長
田
小
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
令
和

７
年
４
月
に
利
用
希
望
者
が
１
３
５
名

お
り
、
現
在
定
員
１
２
２
名
で
は
13
名

の
待
機
児
童
が
発
生
す
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
の
対
応
と
い
た
し
ま
し

い
り
ま
す
。（

町
長
・
町
民
生
活
部
長
）

養
う
と
い
う
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
」
を
実

施
で
き
な
い
か
、
当
町
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

A  
当
町
で
は
、
小
学
校
で
算
数
や
理

科
の
授
業
の
中
で
、
学
習
指
導
要
領
に

示
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習

に
取
り
組
み
、
中
学
校
で
は
技
術
家
庭

科
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
活
用
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
作
成
や
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
学
習
を

実
施
。
さ
ら
に
、
今
年
度
、
小
中
学
校

で
活
用
で
き
る
よ
う
、
科
学
的
思
考
・

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
・
創
造
力
等
の
基
礎

を
学
ぶ
の
に
最
適
な
ツ
ー
ル
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
「
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
」

２
台
を
購
入
。
今
後
、
株
式
会
社
Ａ
Ｃ

Ｓ
Ｌ
社
が
日
常
的
に
研
究
開
発
を
行
う

拠
点
施
設
の
見
学
、
自
動
運
転
バ
ス
の

試
乗
や
管
理
セ
ン
タ
ー
の
見
学
等
、
町

内
に
あ
る
先
進
技
術
を
備
え
た
施
設
に

お
い
て
、
様
々
な
体
験
活
動
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
教
育
長
）

て
は
、
待
機
児
童
の
解
消
と
、
今
後
の

利
用
希
望
者
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
隣
接
地
に
新
た
に
定
員
65

名
規
模
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
設
す
る
た

め
、
令
和
７
年
度
予
算
に
こ
の
施
設
整

備
に
関
す
る
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
整
備
完
了
に
つ
い

て
は
、
７
月
中
旬
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
長
田
小
児
童
ク
ラ
ブ
に
限

ら
ず
、
利
用
を
希
望
す
る
全
て
の
児
童

が
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
設
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
適
切
な
ク
ラ
ブ
運
営
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

	

（
町
民
生
活
部
長
）
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Q  

当
町
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
増

設
な
ど
の
取
組
で
犯
罪
の
認
知
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
と
思
う
が
、
更
に
防

犯
対
策
強
化
に
向
け
て
の
当
町
の
取
組

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

町
で
は
、
様
々
な
防
犯
活
動
を
し

て
い
て
、
防
犯
率
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

防
犯
グ
ッ
ズ
の
購
入
に
つ
い
て
の
助
成

に
つ
い
て
も
、
他
の
事
例
を
参
考
す
る

と
と
も
に
議
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。	

（
町
長
）

Q  

大
会
の
概
要
及
び
ど
の
程
度
の
大

会
規
模
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

A  

町
で
は
、
２
月
13
日
に
「
ス
ポ
ー

ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環

と
し
て
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際

統
括
団
体
で
あ
る
「
ワ
ー
ル
ド
ス
ケ
ー

ト
」
と
、
今
年
か
ら
開
催
さ
れ
る
世
界

大
会
に
つ
き
ま
し
て
、
町
を
拠
点
開
催

地
と
す
る
覚
書
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

概
要
と
し
て
は
、
今
年
か
ら
２
０
２

９
年
ま
で
の
５
年
間
、
ロ
ー
ラ
ー
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル
と
、
ス
ク
ー
タ
ー
の
２
競

技
を
実
施
す
る
世
界
大
会
で
あ
る
「
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
を
、
境
町
ア
ー
バ
ン

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
３
０
年
に
は
、
複
数
の

競
技
種
目
を
実
施
す
る
最
高
峰
の
ロ
ー

Q  

遺
族
の
手
続
き
の
負
担
軽
減
な
ど

を
目
的
に
お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
や

様
々
な
手
続
き
を
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
配

布
し
た
り
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
当
町

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

デ
ジ
タ
ル
庁
が
主
体
と
な
っ
て
、

自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
窓
口
設
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
標
準
化
の
移
行
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
き
た
い
。
お
悔
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
作
成
し
て
ま

Q  

大
会
運
営
組
織
に
は
、
ど
の
よ
う

な
企
業
・
団
体
が
参
加
す
る
見
込
み
か
。

A  

大
会
主
催
者
で
あ
る
ワ
ー
ル
ド
ス

ケ
ー
ト
の
他
、
境
町
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
指
定
管
理
者
で
あ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社
な
ど
が
主
体

と
な
っ
て
組
織
が
作
ら
れ
る
も
の
と
存

じ
ま
す
が
、
後
援
や
協
賛
な
ど
の
形
で

町
内
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q  

開
催
に
あ
た
っ
て
か
か
る
費
用
の

見
積
り
及
び
そ
の
負
担
割
合
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

A  

現
在
交
渉
し
て
お
り
、
そ
の
他
、

国
の
補
助
金
や
ス
ポ
ン
サ
ー
、
協
賛
の

獲
得
、
ま
た
チ
ケ
ッ
ト
収
入
等
で
、
極

力
町
の
負
担
が
な
い
よ
う
検
討
し
て
ま

下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

防
犯
対
策
に
つ
い
て

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

ワ
ー
ル
ド
ス
ケ
ー
ト
ゲ
ー
ム
ズ
及

び
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

議
席
３
番

枝　

史
子　

議
員

Q  

下
水
道
管
の
老
朽
化
が
原
因
で
の

道
路
陥
没
事
故
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
当
町
に
お
け
る
現
状
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
。

A  

現
状
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
述
べ

て
い
る
の
で
、
質
問
の
中
で
地
盤
強
化

に
つ
い
て
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
費
用
や
、
や
り
方
な
ど
先
進
事
例

を
参
考
に
し
て
検
討
し
、
発
見
し
た
場

合
の
予
防
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い

ラ
ー
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
「
ワ
ー
ル
ド
ス
ケ

ー
ト
ゲ
ー
ム
ズ
」
を
、
茨
城
県
内
自
治

体
を
中
心
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

規
模
と
し
て
は
、
今
年
10
月
に
開
催

予
定
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
２
競

技
で
６
０
０
人
の
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
の

参
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

２
０
３
０
年
の
ワ
ー
ル
ド
ス
ケ
ー
ト
ゲ

ー
ム
ズ
で
は
、
昨
年
の
イ
タ
リ
ア
大
会

を
例
に
挙
げ
ま
す
と
、
世
界
各
国
か
ら

１
万
２
千
人
の
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
等
２

万
人
も
の
観
客
が
訪
れ
、
３
０
０
億
円

を
超
え
る
経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

た
場
合
に
は
、
同
様
に
３
０
０
名
程
度

の
申
請
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
般
の
物
価
高
騰
が
継
続
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
て
、
町
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
境
町
出
身
の
若
者
を
支
援
す
る

た
め
、
効
果
的
な
施
策
等
に
つ
き
ま
し

て
、
議
会
の
皆
様
と
相
談
し
な
が
ら
、

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。	

（
総
務
部
長
）

い
り
ま
す
。（

町
長
・
町
民
生
活
部
長
）

り
ま
す
。

　

ア
ク
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

県
の
方
で
調
査
し
、
大
丈
夫
と
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。	

　

（
町
長
）
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2
月
５
日
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
議
第
76
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

自
治
功
労
者
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

境
町
議
会
か
ら
は
、
渡
邊
昇
議
員

が
町
村
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上

在
職
し
功
労
者
の
あ
っ
た
者
と
し
て
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
境
町
議
会
定
例
会
に
て
、

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議 

会 

活 

動

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

委 員 長　染谷　直人　　委　　員　飯田　　進　　委　　員　岩﨑　　博
編集発行：茨城県境町議会広報編集委員会

〒306-0495　境町３９１−１　TEL. ０２８０−８１−１３１６ 　FAX. ０２８０−８７−５８７３　http://www.town.ibaraki-sakai.lg.jp

Q  
ワ
ー
ル
ド
ス
ケ
ー
ト
ゲ
ー
ム
ズ

が
当
町
に
も
た
ら
す
変
化
と
将
来
像

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
描

い
て
い
る
の
か
。
町
の
見
解
を
問
う
。

A  

町
に
と
っ
て
、
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
整
備
当
初
か
ら
の
目

標
で
あ
っ
た
世
界
大
会
の
開
催
は
、

大
変
重
要
な
意
義
を
持
つ
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
地
方
創
生
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
世
界
大
会
誘
致
に
よ

り
「
ス
ポ
ー
ツ
移
住
」
が
定
着
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
の
選

手
育
成
に
も
つ
な
げ
、
未
来
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
境
町
か
ら
誕
生
す

る
土
壌
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。（

町
長
・
企
画
部
長
）
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令 和 ７ 年 第 １ 回 臨 時 会
３月28日（1日間の会期）

会　　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(承認第７号) 236億7,844万円 7,600万円 237億5,444万円

一般会計(議案第37号) 237億5,444万円 32億1,075万円 269億6,519万円

補正予算関係

議案番号 議案名
議 決 年 月 日

議 決 結 果

承認
第8号

専決処分の承認を求めることについて
（和解及び損害賠償の額の決定について）

R ７ .３ . 2 ８
即日原案承認

議案
第36号

境町まち・ひと・しごと創生基金条例の一部を改正する条例案について
R ７ .３ .２ ８
即日原案可決

各議案等審議結果


